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【 手 続 補 正 １ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲

【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
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【 補 正 の 内 容 】

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 光 を 透 過 す る 第 １ 光 学 素 子 と 、

　 前 記 第 １ 光 学 素 子 を 保 持 し 、 所 定 の 方 向 に 沿 っ て 移 動 す る 第 １ 可 動 枠 と 、

　 前 記 第 １ 可 動 枠 を 保 持 す る 保 持 枠 と 、

　 磁 石 、 お よ び コ イ ル を 有 し 、 前 記 第 １ 可 動 枠 を 前 記 所 定 の 方 向 に 沿 っ て 前 記 保 持 枠 に 対

し て 相 対 移 動 さ せ る ボ イ ス コ イ ル モ ー タ と 、

　 前 記 保 持 枠 に 対 す る 前 記 第 １ 可 動 枠 の 位 置 に 関 す る 情 報 を 検 出 し て 位 置 信 号 を 生 成 す る

第 １ 位 置 検 出 部 と 、

　 前 記 第 １ 位 置 検 出 部 が 検 出 し た 第 １ 位 置 信 号 を も と に 、 前 記 第 １ 位 置 信 号 が 正 常 で あ る

か 否 か を 判 断 す る 判 断 部 と 、

　 前 記 第 １ 位 置 信 号 が 正 常 で あ る と 前 記 判 断 部 が 判 断 し た 場 合 、 前 記 第 １ 位 置 信 号 に 基 づ

い て 前 記 コ イ ル に 流 す 電 流 を 制 御 し て 前 記 第 １ 可 動 枠 を 駆 動 す る 第 １ 駆 動 制 御 、 ま た は 前

記 第 １ 位 置 信 号 が 正 常 で は な い と 前 記 判 断 部 が 判 断 し た 場 合 、 所 定 値 の 電 流 を 前 記 コ イ ル

に 流 し て 前 記 第 １ 可 動 枠 を 駆 動 す る 第 ２ 駆 動 制 御 を 行 う 駆 動 制 御 部 と 、

　 前 記 第 １ 可 動 枠 の 移 動 位 置 を 指 示 す る 第 １ 指 示 信 号 の 入 力 を 受 け 付 け る 入 力 部 と 、

　 を 備 え 、

　 前 記 判 断 部 は 、 前 記 第 １ 位 置 信 号 の 信 号 値 と 、 前 記 第 １ 指 示 信 号 の 信 号 値 と の 差 分 に 基

づ い て 前 記 第 １ 位 置 信 号 が 正 常 で あ る か 否 か を 判 断 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 光 学 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ２ 】

　 光 を 透 過 す る 第 １ 光 学 素 子 と 、

　 前 記 第 １ 光 学 素 子 を 保 持 し 、 所 定 の 方 向 に 沿 っ て 移 動 す る 第 １ 可 動 枠 と 、

　 前 記 第 １ 可 動 枠 を 保 持 す る 保 持 枠 と 、
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　 磁 石 、 お よ び コ イ ル を 有 し 、 前 記 第 １ 可 動 枠 を 前 記 所 定 の 方 向 に 沿 っ て 前 記 保 持 枠 に 対

し て 相 対 移 動 さ せ る ボ イ ス コ イ ル モ ー タ と 、

　 前 記 保 持 枠 に 対 す る 前 記 第 １ 可 動 枠 の 位 置 に 関 す る 情 報 を 検 出 し て 位 置 信 号 を 生 成 す る

第 １ 位 置 検 出 部 と 、

　 前 記 第 １ 位 置 検 出 部 が 検 出 し た 第 １ 位 置 信 号 を も と に 、 前 記 第 １ 位 置 信 号 が 正 常 で あ る

か 否 か を 判 断 す る 判 断 部 と 、

　 前 記 第 １ 位 置 信 号 が 正 常 で あ る と 前 記 判 断 部 が 判 断 し た 場 合 、 前 記 第 １ 位 置 信 号 に 基 づ

い て 前 記 コ イ ル に 流 す 電 流 を 制 御 し て 前 記 第 １ 可 動 枠 を 駆 動 す る 第 １ 駆 動 制 御 、 ま た は 前

記 第 １ 位 置 信 号 が 正 常 で は な い と 前 記 判 断 部 が 判 断 し た 場 合 、 所 定 値 の 電 流 を 前 記 コ イ ル

に 流 し て 前 記 第 １ 可 動 枠 を 駆 動 す る 第 ２ 駆 動 制 御 を 行 う 駆 動 制 御 部 と 、

　 前 記 第 １ 光 学 素 子 を 通 過 し た 光 を 電 気 信 号 に 変 換 し た 画 像 信 号 を も と に 前 記 第 １ 可 動 枠

の 移 動 位 置 を 指 示 す る 第 １ 指 示 値 を 生 成 す る 制 御 部 と 、

　 を さ ら に 備 え 、

　 前 記 判 断 部 は 、 前 記 第 １ 位 置 信 号 の 信 号 値 と 、 前 記 第 １ 指 示 値 と の 差 分 に 基 づ い て 前 記

第 １ 位 置 信 号 が 正 常 で あ る か 否 か を 判 断 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 光 学 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 駆 動 制 御 部 は 、 前 記 第 ２ 駆 動 制 御 と し て 、 前 記 所 定 の 方 向 に お け る 前 記 第 １ 可 動 枠

の 移 動 範 囲 の う ち 一 方 の 移 動 端 ま で 前 記 第 １ 可 動 枠 が 移 動 す る よ う な 前 記 所 定 値 の 電 流 を

前 記 コ イ ル に 流 す 制 御 を 行 う

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 光 学 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 第 １ 光 学 素 子 は 、 レ ン ズ で あ り 、

　 前 記 駆 動 制 御 部 は 、 前 記 第 ２ 駆 動 制 御 と し て 、 前 記 レ ン ズ の 光 軸 方 向 で あ っ て 遠 点 も し

く は 広 角 に 合 焦 す る 方 向 の 位 置 ま で 前 記 第 １ 可 動 枠 が 移 動 す る よ う な 電 流 を 前 記 コ イ ル に

流 す 制 御 を 行 う

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 光 学 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ５ 】

　 光 を 透 過 す る 第 ２ 光 学 素 子 と 、

　 前 記 第 ２ 光 学 素 子 を 保 持 し 、 前 記 第 １ 可 動 枠 と は 独 立 し て 、 前 記 所 定 の 方 向 に 移 動 可 能

な 第 ２ 可 動 枠 と 、

　 前 記 保 持 枠 に 対 す る 前 記 第 ２ 可 動 枠 の 位 置 に 関 す る 情 報 を 検 出 し て 第 ２ 位 置 信 号 を 生 成

す る 第 ２ 位 置 検 出 部 と 、

　 を さ ら に 備 え 、

　 前 記 判 断 部 は 、 前 記 第 １ 位 置 信 号 お よ び 前 記 第 ２ 位 置 信 号 の そ れ ぞ れ に つ い て 正 常 で あ

る か 否 か を 判 断 し 、

　 前 記 駆 動 制 御 部 は 、 前 記 判 断 部 に よ る 判 断 結 果 に 基 づ き 、 前 記 第 １ 可 動 枠 に 対 し て 前 記

第 １ 駆 動 制 御 ま た は 前 記 第 ２ 駆 動 制 御 を 行 う と と も に 、 前 記 第 ２ 位 置 信 号 が 正 常 で あ る と

前 記 判 断 部 が 判 断 し た 場 合 、 前 記 第 ２ 位 置 信 号 に 基 づ い て 前 記 コ イ ル に 流 す 電 流 を 制 御 し

て 前 記 第 ２ 可 動 枠 を 駆 動 す る 第 ３ 駆 動 制 御 、 ま た は 前 記 第 ２ 位 置 信 号 が 正 常 で は な い と 前

記 判 断 部 が 判 断 し た 場 合 、 所 定 値 の 電 流 を 前 記 コ イ ル に 流 し て 前 記 第 ２ 可 動 枠 を 駆 動 す る

第 ４ 駆 動 制 御 を 行 う

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 光 学 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 第 １ 可 動 枠 及 び 前 記 第 ２ 可 動 枠 の 移 動 位 置 を 指 示 す る 第 １ 及 び 第 ２ 指 示 信 号 の 入 力

を 受 け 付 け る 入 力 部 を さ ら に 備 え 、

　 前 記 判 断 部 は 、 前 記 第 １ 位 置 信 号 の 信 号 値 と 、 前 記 第 １ 指 示 信 号 の 信 号 値 と の 第 １ 差 分

に 基 づ い て 前 記 第 １ 位 置 信 号 が 正 常 で あ る か 否 か を 判 断 す る と と も に 、 前 記 第 ２ 位 置 信 号

の 信 号 値 と 、 前 記 第 ２ 指 示 信 号 の 信 号 値 と の 第 ２ 差 分 に 基 づ い て 前 記 第 ２ 位 置 信 号 が 正 常

で あ る か 否 か を 判 断 し 、
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　 前 記 判 断 部 が 、 前 記 第 １ 位 置 信 号 が 正 常 で は な く 、 か つ 前 記 第 ２ 位 置 信 号 が 正 常 で あ る

と 判 断 し た 場 合 、 前 記 判 断 部 が 、 前 記 第 ２ 可 動 枠 の 移 動 位 置 を 指 示 す る 第 ２ 指 示 信 号 の 信

号 値 を 変 更 し 、 前 記 駆 動 制 御 部 が 、 前 記 第 ３ 駆 動 制 御 と し て 、 変 更 後 の 第 ２ 指 示 信 号 の 信

号 値 と 前 記 第 ２ 位 置 信 号 の 信 号 値 と に 基 づ い て 前 記 コ イ ル に 流 す 電 流 を 制 御 し 、

　 前 記 判 断 部 が 、 前 記 第 １ 位 置 信 号 が 正 常 で あ り 、 か つ 前 記 第 ２ 位 置 信 号 が 正 常 で は な い

と 判 断 し た 場 合 、 前 記 判 断 部 が 、 前 記 第 １ 可 動 枠 の 移 動 位 置 を 指 示 す る 第 １ 指 示 信 号 の 信

号 値 を 変 更 し 、 前 記 駆 動 制 御 部 が 、 前 記 第 １ 駆 動 制 御 と し て 、 変 更 後 の 第 １ 指 示 信 号 の 信

号 値 と 前 記 第 １ 位 置 信 号 の 信 号 値 と に 基 づ い て 前 記 コ イ ル に 流 す 電 流 を 制 御 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 光 学 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 光 学 素 子 を 通 過 し た 光 を 電 気 信 号 に 変 換 し た 画 像 信 号 を も と に 前 記

第 １ 可 動 枠 及 び 前 記 第 ２ 可 動 枠 の 移 動 位 置 を 指 示 す る 第 １ 及 び 第 ２ 指 示 値 を 生 成 す る 制 御

部 を さ ら に 備 え 、

　 前 記 判 断 部 は 、 前 記 第 １ 位 置 信 号 の 信 号 値 と 、 前 記 第 １ 指 示 値 と の 第 １ 差 分 に 基 づ い て

前 記 第 １ 位 置 信 号 が 正 常 で あ る か 否 か を 判 断 す る と と も に 、 前 記 第 ２ 位 置 信 号 の 信 号 値 と

、 前 記 第 ２ 指 示 値 と の 第 ２ 差 分 に 基 づ い て 前 記 第 ２ 位 置 信 号 が 正 常 で あ る か 否 か を 判 断 し

、

　 前 記 判 断 部 が 、 前 記 第 １ 位 置 信 号 が 正 常 で は な く 、 か つ 前 記 第 ２ 位 置 信 号 が 正 常 で あ る

と 判 断 し た 場 合 、 前 記 判 断 部 が 、 前 記 第 ２ 可 動 枠 の 移 動 位 置 を 指 示 す る 第 ２ 指 示 値 を 変 更

し 、 前 記 駆 動 制 御 部 が 、 前 記 第 ３ 駆 動 制 御 と し て 、 変 更 後 の 第 ２ 指 示 値 と 前 記 第 ２ 位 置 信

号 の 信 号 値 と に 基 づ い て 前 記 コ イ ル に 流 す 電 流 を 制 御 し 、

　 前 記 判 断 部 が 、 前 記 第 １ 位 置 信 号 が 正 常 で あ り 、 か つ 前 記 第 ２ 位 置 信 号 が 正 常 で は な い

と 判 断 し た 場 合 、 前 記 判 断 部 が 、 前 記 第 １ 可 動 枠 の 移 動 位 置 を 指 示 す る 第 １ 指 示 値 を 変 更

し 、 前 記 駆 動 制 御 部 が 、 前 記 第 １ 駆 動 制 御 と し て 、 変 更 後 の 第 １ 指 示 値 と 前 記 第 １ 位 置 信

号 の 信 号 値 と に 基 づ い て 前 記 コ イ ル に 流 す 電 流 を 制 御 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 光 学 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 第 １ 位 置 検 出 部 は 、

　 前 記 第 １ 可 動 枠 お よ び 前 記 保 持 枠 の う ち の 一 方 に 設 け ら れ 、 位 置 検 出 用 の 磁 界 を 発 生 す

る 磁 界 発 生 部 と 、

　 前 記 第 １ 可 動 枠 お よ び 前 記 保 持 枠 の う ち の 他 方 に 設 け ら れ て お り 、 前 記 第 １ 可 動 枠 の 移

動 方 向 と 直 交 す る 磁 界 を 検 出 す る 磁 界 検 出 部 と 、

　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 光 学 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ９ 】

　 被 検 体 の 内 部 に 挿 入 さ れ て 該 被 検 体 の 内 部 を 観 察 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 光 学 シ ス テ ム と 、

　 前 記 第 １ 光 学 素 子 を 通 過 し た 光 を 電 気 信 号 に 変 換 す る 撮 像 素 子 と 、

　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
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摘要(译)

根据本发明的光学系统包括：透射光的光学元件；保持光学元件并且可
沿预定方向移动的可移动框架；保持可移动框架的保持框架；磁体和线
圈。 一种音圈电动机，其使可移动框架相对于保持框架沿预定方向移
动；位置检测单元，其检测关于可移动框架相对于保持框架的位置的信
息，并生成位置信号；以及位置检测单元。 基于检测到的位置信号，判
断单元判断位置信号是否正常，并且如果判断单元判断位置信号正常，
则基于位置信号控制流向线圈的电流。 并且驱动控制单元执行第二驱动
控制，当确定单元确定位置信号不正常时，第二驱动控制使预定电流流
过线圈。
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